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第２章 流山市の現況 

１ 人口動態と子どもの世帯 

（１）総人口と年少人口の推移 

流山市の人口は、平成21年４月１日現在、160,119人で平成15年から増加傾向で

推移し、7,939人の増加となっています。年少人口（15歳未満）も人口増加に伴い、

平成17年以降増加傾向にあり、年少人口割合は平成21年４月時点で13.5％と横ばい

から上昇傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：千葉県年齢別・町丁字別人口（各年４月1日現在） 

 

（２）世帯数及び１世帯あたり人員の推移 

世帯数は、平成15年から増加傾向で推移し、平成21年４月１日現在、64,775世

帯で平成15年から7,594世帯の増加となっています。一方、１世帯あたり人員は減少

傾向で推移しており、平成21年４月現在の1世帯あたりの人員は2.47人となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：千葉県年齢別・町丁字別人口（各年４月１日現在） 
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（３）世帯の家族類型 

国勢調査による家族類型別世帯をみると、平成17年時点の核家族世帯（38,825世

帯）は、総世帯数（57,233世帯）の67.8％を占め、「夫婦のみ」世帯、「女親と子ど

も」世帯の増加が顕著となっています。また、核家族世帯の56.4％が「夫婦と子ども」

の世帯となっています。 

単位：世帯 

家族類型別世帯数 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 

6歳未満 

親族のいる

世帯（平成

17年再掲） 

18歳未満

親族のいる

世帯（平成

17年再掲） 

総世帯数 43,914 48,819 53,176  57,233  6,219 14,690 

Ａ 親族世帯 36,420 39,388 42,118  43,676  6,219 14,681 

Ⅰ 核家族世帯 31,320 34,162 37,012  38,825  5,504 12,604 

(１)夫婦のみ 5,990 8,067 10,486  12,457 - 2 

(２)夫婦と子ども 22,657 22,867 22,667  21,916  5,321 11,522 

(３)男親と子ども 441 550 655  745  13 122 

(４)女親と子ども 2,232 2,678 3,204  3,707  170 958 

Ⅱ その他の親族世

帯 
5,100 5,226 5,106  4,851  715 2,077 

(５)夫婦と両親 143 157 180  172 - 1 

(６)夫婦とひとり親 331 430 540  628 - - 

(７)夫婦、子どもと両

親 
1,194 1,088 912  764  197 547 

(８)夫婦、子どもとひ

とり親 
2,132 2,193 1,953  1,684  215 814 

(９)夫婦と他の親族 

（親、子どもを含まな

い） 

84 86 109  126  6 25 

(10)夫婦、子どもと他

の親族 

（親を含まない） 

306 293 377  404  123 294 

(11)夫婦、親と他の親

族（子どもを含まな

い） 

84 87 79  57  3 6 

(12)夫婦、子ども、親

と他の親族 
370 290 252  221  121 187 

(13)兄弟姉妹のみ 155 210 271  263 - 1 

(14)他に分類されな

い親族世帯 
301 392 433  532  50 202 

Ｂ 非親族世帯 77 142 221  307 - - 

Ｃ 単独世帯 7,417 9,289 10,837  13,250 - 9 

資料：国勢調査（各年10月１日現在） 

※「男（女）親と子ども」世帯は、親の配偶関係や子どもの年齢に制限がなく、単身赴任などで同居してい
ない場合なども含まれる 



（４）６歳未満親族のいる一般世帯の推移 

国勢調査によると６歳未満の親族のいる世帯数は、平成17年時点、6,219世帯で、

世帯人員は24,077人となっています。また、６歳未満親族人員は7,944人となって

おり、１世帯あたりの６歳未満人員は1.28人でいずれも減少傾向で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年10月１日現在） 

 

（５）18歳未満親族のいる一般世帯の推移 

国勢調査によると18歳未満の親族のいる世帯は、平成17年時点、14,690世帯、

世帯人員は58,266人で減少傾向にあり、18歳未満親族人員は24,288人で１世帯あ

たりの18歳未満人員は1.65人となっており、いずれも減少傾向で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年10月１日現在） 
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（６）母子世帯の推移 

国勢調査によると母子世帯数は増加しつづけ、平成17年時点、632世帯で平成12

年時点の559世帯から73世帯の増加となっています。また、母子世帯人員は平成17

年時点で1,671人、１世帯あたりの人員は2.64人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査（各年10月１日現在） 

※母子世帯とは、未婚、死別または離別の女親と、その未婚の20歳未満の子どものみから成る
一般世帯（他の世帯員がいないもの）をいう。 

 

 

（７）父子世帯の推移 

国勢調査によると、父子世帯数は平成17年時点、91世帯で世帯人員は234人、１

世帯あたりの人員は2.57人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年10月１日現在） 
※父子世帯とは、未婚、死別または離別の男親と、その未婚の20歳未満の子どものみから成る

一般世帯（他の世帯員がいないもの）をいう。 
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２ 少子化の動向 

（１）合計特殊出生率の推移 

合計特殊出生率（女性が一生の間に生むと考えられる子どもの数）の推移をみると、

平成16年には1.14まで減少しましたが、その後、増加に転じて平成20年では1.31

となり、県の1.29を上回っているものの全国の1.37は下回っており、人口を維持す

る2.08に比べても大きく下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：千葉県健康福祉指導課 

 

（２）出生数、出生率（人口千対）の推移 

出生数、出生率（人口千対）の推移をみると、出生数は平成17年に1,271人まで減

少しましたが、その後増加に転じ、平成20年時点では1,461人、出生率は9.2‰（パ

ーミル）で増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県衛生統計年報 
パーミル：千分率 
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（３）出生率（人口千対）の推移の比較 

出生率（人口千対）の推移を全国、県と比較すると、平成18年からは全国及び県を

上回って推移し、平成20年時点では9.2‰（パーミル）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県衛生統計年報 
パーミル：千分率 
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（４）未婚率の推移と比較（男性） 

国勢調査によると平成17年時点の男性の未婚率は、30～34歳が47.9％、35～39

歳では29.2％となっており、30代後半の約3人に1人は未婚者となっています。25

歳以上の年齢層で平成12年の未婚率を上回っています。 

単位：％ 

 
流山市 千葉県 全国 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 99.3 99.8 99.7 99.7 99.7 99.6 

20～24歳 93.8 95.1 95.9 95.9 94.6 93.4 

25～29歳 66.4 69.5 71.4 75.9 74.4 71.4 

30～34歳 30.8 38.3 42.7 47.9 49.1 47.1 

35～39歳 15.8 20.7 25.8 29.2 30.3 30.0 

40～44歳 8.6 13.3 16.2 21.2 22.2 22.0 

45～49歳 4.4 8.3 11.9 15.4 17.2 17.1 

50～54歳 2.0 4.5 7.2 11.0 13.7 14.0 

55～59歳 1.5 2.2 3.7 6.9 9.5 9.8 

60～64歳 0.9 1.3 1.7 3.2 5.5 5.8 

65～69歳 0.8 0.9 1.2 1.8 3.5 3.7 

70～74歳 1.0 0.6 0.6 1.1 2.1 2.4 

75～79歳 0.7 0.8 0.9 0.7 1.5 1.6 

80～84歳 0.6 1.1 1.1 0.8 1.0 1.1 

85歳以上 0.4 0.3 1.4 0.9 0.8 0.8 

資料：国勢調査 

 

 



（５）未婚率の推移と比較（女性） 

国勢調査によると平成17年時点の女性の未婚率は、30～34歳が33.9％、35～39

歳が16.7％となっています。推移でみると特に、25～39歳の未婚率が高く推移して

おり、全国及び県を上回っており、晩婚化が進行しています。 

単位：％ 

 
流山市 千葉県 全国 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 98.7 99.3 99.3 99.2 99.2 99.1 

20～24歳 86.7 89.6 90.5 91.2 89.6 88.7 

25～29歳 41.8 49.8 57.7 62.5 60.5 59.0 

30～34歳 12.7 19.8 26.1 33.9 32.0 32.0 

35～39歳 5.4 8.5 13.3 16.7 17.3 18.4 

40～44歳 2.9 4.7 6.9 10.9 11.0 12.1 

45～49歳 2.0 2.8 4.2 6.4 7.1 8.2 

50～54歳 2.4 2.0 2.8 3.7 5.0 6.1 

55～59歳 1.9 2.4 2.0 2.9 3.9 5.2 

60～64歳 3.2 2.0 2.6 2.0 3.0 4.2 

65～69歳 2.6 3.4 1.9 2.6 3.0 3.8 

70～74歳 2.1 3.0 3.4 2.0 3.2 3.9 

75～79歳 2.4 2.4 3.2 3.0 3.5 3.9 

80～84歳 1.7 3.3 1.9 3.0 3.0 3.2 

85歳以上 1.5 1.1 1.7 2.1 2.0 2.0 

資料：国勢調査 

 

 



（６）年齢別労働力率の推移と比較（男性） 

国勢調査によると、平成17年時点の男性の労働力率は、25歳以上で国及び県より

高くなっていますが、推移でみると生産年齢層で低下しており、平成12年時点と比較

しても全体的に低くなっています。 

単位：％ 

 
流山市 千葉県 全国 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 14.5 13.3 14.1 16.4 17.2 17.4 

20～24歳 62.1 62.7 57.3 56.2 65.0 67.5 

25～29歳 96.9 96.1 92.9 89.4 88.0 88.3 

30～34歳 99.0 98.3 96.0 93.7 91.1 91.4 

35～39歳 99.3 99.0 97.0 94.9 92.5 92.6 

40～44歳 99.5 99.0 97.6 95.6 93.4 93.7 

45～49歳 99.4 99.0 97.4 95.9 94.1 94.4 

50～54歳 99.1 98.8 97.5 95.8 93.7 93.8 

55～59歳 96.8 97.9 96.2 94.5 92.4 92.2 

60～64歳 80.1 82.1 74.3 74.9 72.6 73.1 

65～69歳 54.7 55.6 45.8 47.5 47.1 50.3 

70～74歳 34.6 34.1 25.4 27.9 29.8 33.6 

75～79歳 23.5 24.1 17.2 17.3 20.0 23.2 

80～84歳 9.8 12.9 12.8 10.8 13.1 15.8 

85歳以上 5.4 3.1 5.4 6.4 6.9 8.1 

資料：国勢調査 
※年齢別労働力率とは、年齢別人口に占める労働力人口（休業者を含む就業者と完全失業者の合計）の割

合（平成17年は労働力状態不詳を除く）。非労働力人口は家事、通学、その他（高齢者など）となる。 

 

 

 



（７）年齢別労働力率の推移と比較（女性） 

国勢調査によると平成17年時点の女性の労働力率は、平成2年から25～69歳で上

昇傾向で推移しており、特に45～49歳では7割弱の労働力率となっています。男性の

労働力は下降から停滞、女性の労働力は上昇していることがうかがえます。 

単位：％ 

 
流山市 千葉県 全国 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成17年 平成17年 

15～19歳 13.2 12.0 13.7 17.4 17.4 16.8 

20～24歳 71.6 70.2 66.9 64.3 67.3 67.7 

25～29歳 58.8 64.9 70.0 72.9 71.4 71.6 

30～34歳 36.6 43.3 49.5 57.9 58.3 61.6 

35～39歳 44.3 46.4 49.7 54.7 57.2 62.3 

40～44歳 54.5 56.6 57.9 64.3 65.3 69.5 

45～49歳 57.7 59.5 62.0 68.6 69.4 72.7 

50～54歳 51.7 55.7 56.3 61.6 64.8 68.3 

55～59歳 39.2 46.0 46.2 51.0 55.7 59.7 

60～64歳 23.9 28.7 29.7 31.3 36.7 40.4 

65～69歳 17.6 17.8 15.4 18.7 22.4 25.9 

70～74歳 10.5 12.0 10.1 10.3 14.2 16.3 

75～79歳 4.2 6.3 7.3 7.2 9.6 10.4 

80～84歳 3.0 3.6 3.8 4.8 5.3 5.6 

85歳以上 0.7 1.1 2.1 1.4 2.0 2.1 

資料：国勢調査 

 

 

 



（８）母親の年齢階級別出生数の推移 

母親の年齢階級別出生数の推移をみると、30～34歳が出生数の最も多い年齢階級

となっています。また、25～29歳が減少傾向にある一方、35～39歳が増加傾向を

示し、晩産化が進行していることがうかがえます。 

単位：人 

 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 

総数 1,386 1,295 1,271 1,371 1,424 1,461 

15歳未満 1 - - - - - 

15～19歳 24 19 24 12 14 10 

20～24歳 164 136 151 114 105 140 

25～29歳 436 402 369 420 426 407 

30～34歳 560 514 511 527 581 571 

35～39歳 178 205 191 261 270 302 

40～44歳 23 19 24 37 28 31 

45～49歳 - - 1 - - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県衛生統計年報 
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（９）婚姻数、婚姻率（人口千対）の推移 

婚姻数は、平成15年の867組から増減を繰り返し、平成20年時点で960組となっ

ています。婚姻率は、平成17年以降6.0‰前後で推移し、平成20年時点で6.1‰とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県衛生統計年報 
‰（パーミル）：千分率 

 

（10）離婚数、離婚率（人口千対）の推移 

離婚数は、平成15年から増減を繰り返し、平成20年時点では317組、離婚率は

2.00‰となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：千葉県衛生統計年報 
‰（パーミル）：千分率 
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３ 保育・教育環境の状況 

（１）保育所入所児童数 

保育所入所児童数は、増加傾向で推移し、平成21年度は横ばいとなっています。保

育所（私立）の増加が顕著となっており、平成17年度から245人の増加となっていま

す。 

 

（各年４月１日現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

入所児童数（公立） 766 765 736 758 739 

入所児童数（私立） 732 846 923 969 977 

合計 1,498 1,611 1,659 1,727 1,716 

 

（２）保育所待機児童数 

保育所待機児童数は、増加傾向で推移し、平成21年４月１日現在、63人となって

います。特に「１歳児」が23人で多く、３歳未満児は、44人で全体の7割となってい

ます。 

 

（各年4月1日現在） 

 0歳 1歳 2歳 3歳 ４歳以上 計 

平成17年度 0 9 5 4 1 19 

平成18年度 1 13 9 5 5 33 

平成19年度 0 8 5 5 0 18 

平成20年度 0 32 4 12 0 48 

平成21年度 5 23 16 15 4 63 

 

（３）幼稚園の状況 

幼稚園の入園児童数は、増加傾向で推移し、平成21年度は2,542人となっています。

特に幼稚園（私立）の増加が顕著となっており、平成17年度から423人の増加となっ

ています。 

 

（各年5月現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

園児数（公立） 151 124 102 111 117 

園児数（私立） 2,002 2,118 2,208 2,314 2,425 

合  計 2,153 2,242 2,310 2,425 2,542 

資料：学校基本調査 



（４）学童保育（放課後児童クラブ）入所児童数 

学童保育（放課後児童クラブ）の入所児童数は、増加傾向で推移し、平成21年度は

１か所増設し、15か所で729人となっています。 

 

（各年４月１日現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

入所児童数 556 614 678 674 729 

か所数 14 14 14 14 15 

 

（５）小学校・中学校・高等学校の状況 

小学校児童数は、増加傾向で推移し、平成21年５月現在、8,312人となっています。

中学校生徒数は、平成19年度までは横ばいで推移し、平成20年度以降増加に転じて

おり、平成21年５月現在、3,762人となっています。高等学校生徒数は、平成21年

５月現在、2,392人となっています。 

 

（各年5月現在） 

区  分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

小学校児童数 8,042 8,044 8,051 8,094 8,312 

学校数 15 15 15 15 15 

中学校生徒数 3,684 3,637 3,655 3,757 3,762 

学校数 8 8 8 8 8 

高等学校生徒数 2,630 2,512 2,477 2,386 2,392 

学校数 5 5 5 4 4 

資料：学校基本調査 

 



４ アンケート調査からの現状と課題 

■ 就学前児童・小学生の保護者 

（１）世帯構造の特性と子どもの“保育力”について 

◆各世帯の子どもの数では、就学前児童、小学生ともに「２人」が最も多く、その

割合は、就学前児童が50.9％、小学生が53.4％で、２人以下の子ども世帯が、

就学前世帯が８割強、小学生世帯が７割となっています。 

◆子どもと同居・近居している家族の続柄では「祖母が近く」に住んでいる方が就

学前児童で36.1％、小学生で28.6％、「祖父が近く」に住んでいる方が就学前児

童で31.2％、小学生で22.2％となっています。 

◆主な親族等協力者の状況については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族に預かってもらえる」が就学前児童で５割近くを占め、小学生も４割を超えて

おり、子どもの預かりなど必要に応じて保護者の“養育力（保育力）”を補完して

もらえる環境下の世帯が比較的多くなっています。 

◆その一方で、「（親族や友人・知人の）いずれもいない」と回答した世帯がともに

１割を超えており、このような世帯への十分な配慮・支援が求められます。 

 

（２）保護者の就労状況と今後の意向について 

◆保護者の就労状況について、父親の場合、常勤者（フルタイム就労者）の割合が

就学前児童で９割、小学生で８割を超えており、圧倒的多数を占めています。 

◆また、就学前児童の母親の就労状況をみると、「以前は就労していたが、現在は就

労していない」割合が過半数を占め、出産を機に離職したケースが多いことがう

かがえます。その一方で、「就労している（フルタイム：病休・育休・介護休業中

は含まない）」が15.9％、「就労している（パートタイム・アルバイト等）」が21.1％

となっており、母親の“就労率”が全体の37.0％に上っています。 

◆一方、小学生では、「就労している（パートタイム・アルバイト等）」と答えた母

親の割合が２割を超え、「就労している（フルタイム：病休・育休・介護休業中は

含まない）」を含むと母親の“就労率”が約６割となる結果です。 

◆フルタイムで働いている母親の平均帰宅時間は、「19時台」が就学前児童で７割、

小学生で６割を占めており、母親の帰宅時間に応じた子どもの保育や居場所づく

りが必要であると考えられます。 

◆パート・アルバイト等の母親の今後の就労意向をみると、フルタイム勤務を希望

する割合が就学前児童で５割、小学生で４割近くを占めており、フルタイム勤務

に対する潜在的なニーズの高さがうかがえます。 

◆今後の就労意向を、現在就労していない母親にたずねた結果では、就学前児童で

８割、小学生で７割が就労を希望しています。 

◆希望する就労形態については、「パートタイム・アルバイト等による就労」が就学

前児童で86.3％、小学生で86.7％といずれも高い割合となっています。 



 

（３）保育サービス等の利用について 

◆保育サービスや放課後児童クラブの利用状況をみると、保育サービスでは５割近

く、放課後児童クラブでは、約２割の利用がみられます。また、現在利用してい

る保育サービスは「認可保育所」が52.8％、「幼稚園」が43.5％となっています。 

◆保育サービスを利用している理由は、「現在就労している」が55.0％で最も多く

なっています。また、放課後児童クラブを利用している理由についても、「現在就

労している」が94.1％と圧倒的多数を占めています。 

◆今後利用したいサービスは、「認可保育所」が32.0％で最も多く、次いで「幼稚

園の預かり保育」が31.2％、「病児・病後児保育」が30.8％と続いています。 

 

（４）子育て支援サービスに対する評価 

◆市で実施している各種子育て支援サービスの認知度をみると、「保健センターの乳

幼児健康診査」が93.8％、「保健センターの育児相談」と「児童館・児童センタ

ー」が各89.6％、「子育てサロンなど」が83.7％といずれも高率になっている一

方で、「家庭教育に関する学級・講座」が20.5％、「ＮＰＯ団体等の活動」が22.0％、

「教育相談センター・教育相談室」が25.6％で、サービスごとの認知度に大きな

差がみられます。 

◆サービスの利用状況をみると、「保健センターの乳幼児健康診査」が87.0％で最

も高く、次いで「児童館・児童センター」が58.6％、「市のホームページ」が54.2％

となっています。総体的にみると、認知度の高いサービスほど利用頻度が高い傾

向となっています。 

◆今後の利用意向をみると、「保健センターの乳幼児健康診査」が74.6％で最も多

く、次いで「児童館・児童センター」が73.3％、「市のホームページ」が71.5％

となっています。 

 

 

 



■ 中学生 

（１）毎日の生活について 

◆休日の過ごし方については、「ゲームをする」が32.4％で最も多く、次いで「友

達と会って話す」が29.5％、「家族と出かける」が24.7％と続いています。 

◆起床時間は、「6時頃」が36.5％、就寝時間は、「23時頃」が37.1％で最も多く

なっています。寝不足になることの有無については、82.3％が「ある、ときどき

ある」と答えています。 

◆朝食の摂取については、全体の約８割が「毎日食べる」と答えています。一方、

「食べない」「あまり食べない」と答えた方は５％、週に３・４日抜くと答えた方

が１%、週に１・２日抜くと答えた方が9.1％となっています。 

◆また、家族と一緒の食事については、7割が「ほぼ毎日」となっています。 
 

（２）自分自身のことについて 

◆地域活動・グループ活動への参加については、「スポーツ活動」が32.8％で最も

多く、次いで「子ども会・育成会等青少年団体活動」が27.0％、「文化・音楽活

動」が12.4％となっています。一方、「特にない」も33.0％に上っており、参加

を促す取組が必要になります。 

◆地域で行ってみたいボランティア活動は、「保育に関する活動」と「ゴミリサイク

ル活動」がともに23.2％で最も多く、次いで「児童へのスポーツの指導」が17.6％

となっています。一方、「特にない」も41.3％に上っており、地域活動・グルー

プ活動と同様に参加を促す取組が必要になります。 

◆ここ１ヶ月の不満やストレスについては、「勉強・受験」が49.0％で最も多く、

次いで「友人との関係」が29.0％となっています。 

◆小遣いの使い道では、「マンガや雑誌を買う」が49.2％で最も多く、次いで「食

べものや飲み物を買う」が35.7％、「貯金」が33.0％となっています。 

◆隣近所との接し方では、全体の65.6％が隣近所の方の顔・名前を「知っている」

と答えている一方、隣近所で親しくしていて、訪問したりする家の有無について

は、全体の66.6％が「ない」と答えています。 
 

（３）自分の考えについて 

◆流山市に住みたいかという問では、「住みたい」が18.7％、「住みたくない」が

24.7％となっています。 

◆大人になることとは、「自立すること」が66.6％で最も多く、次いで「働くこと」

が57.5％、「自分の行動に責任をとれること」が49.8％となっています。 

◆家庭での家事分担の考えについては、「２人で協力するべきだと思う」が８割を超

え、高い割合となっています。 

◆少子・高齢化の影響についての認知度は、「若い人が減って経済活動が低迷する」

が51.5％、「人口が減り、地域に活気がなくなる」が46.1％となっています。 
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